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 （続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は，長距離大容量光通信を実現するための課題となる光伝送システムにお
ける非線形応答特性について，光伝送システムを構成する光デバイスの非線形応答
特性が伝送特性に与える影響に関する研究をまとめたものである．得られた主要な
研究成果は次の通りである． 
 
（１）伝送路を構成する光デバイスの非線形応答として，長距離光中継伝送システ
ムに用いられるEDFA(Erbium-Doped Fiber Amplifier)の利得飽和特性が伝送特性に
与える影響について検討を行い，利得飽和により，伝送路への入力信号強度の変動
に依存せず，多中継伝送後にEDFAから出力される光信号強度が一定値に安定化され
ることを数値解析により明らかにした．また，一定になる光信号強度はEDFAの励起
光強度を調整することにより任意に設定できることを明らかにした．さらに，光ソ
リトン伝送において，光信号強度とパルス幅が一定値に安定化されることを伝送実
験により実証し，EDFAの利得飽和特性が伝送特性の安定性向上に有効であることを
明らかにした． 
（２）光ファイバの非線形性光学効果の1つである自己位相変調効果を利用した非線
形ループミラーを光伝送システムに用いることによって，非線形ループミラーの信
号光強度に対するしきい特性により，長距離伝送された光信号から光雑音が低減で
きることを提案し，光信号対雑音比の改善に有効であることを伝送実験により実証
した。また，その後の伝搬に影響する非線形ループミラー通過後のパルスの周波数
チャープ特性の解析を行い，信号パワーを低くし，非線形な位相変化が0.3π以下の
とき，影響が小さいことを明らかにした． 
（３）InP MZ変調器における非線形なEO効果が伝送特性に与える影響について検討
を行い，InP MZ変調器のEO非線形性は，同一バイアス電圧プッシュプル駆動を行う
ことにより，強度変調方式，差動4値位相変調方式のどちらにおいても，EO非線形が
無いMZ変調器と同等の変調特性持つことを明らかにした．差動4値位相変調方式にお
ける長距離波長多重伝送特性がEO非線形の有無で差が無いことを示し，InP MZ変調
器が長距離波長多重伝送用の変調器として有効であることを明らかにした． 
 
 以上要約するに本論文は，光伝送システムに用いられる各種光デバイスの非線形
応答について，その非線形応答特性を明確にし，数値シミュレーションあるいは実
験により非線形応答特性が伝送特性に与える影響を明らかにすることによって，長
距離大容量光伝送システム実現のために有用な知見を与えるものであり，学術上，
実際上寄与するところが少なくない．よって，本論文は博士（情報学）の学位論文
として価値あるものと認める．また，平成28年2月19日に実施した論文内容とそれに
関連した口頭試問の結果合格と認めた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
